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ｔ
ハ
衆
て
一磯
噴
銀
を
し
た
い

と
思
い
李
す
。

私
、
ひ
が
な
い
一繕
管
明
は
．

①
旧空
■
十
礎
会
籠
の
種
能
の
有

縞
に
つ
し、
て
、
石
滋
賞
間
に
対

す
３
府
長
め
磐
各
は
、
こ
率
ま

で
ｏ
清
ａ
れ
朝
建
ひ
っ
く
り
理

す
よ
う
な
内
容
マ
し
た
。
だ
な

管
銀
は
′
銀
ノ
答
の
み
で
す
０

で
．
そ
い
箇
奮
冨
善
己
、
お
裕

で
き
３
涛
諸
ｔ
や
め
た
げ
こ
見

い
ま
す
。
②
郡
葉
山
公
健
Φ
撃

構̈
に
つ
い
て
，
９
員
に
、
ソ
ニ

ュ
ー
マ
ル
ォ
ー
マ
シ
し
た
部
葉

山
喰
鰹
で
す
が
、
晨
望
お
か
ら

ぼ
ビ
人
ど
最
∈
ド
肇
え
な
い
な

む
①
悶
悪
点
ｔ
結
描
し
彗
多
亀

求
あ
ま
す
。③
奪
華
燎
繁
に
つ

し、
て
，
毛
見
の
鉢
奪
堤
や
標
嵩

｛液
黒
の
」ｆ
み
ろ
ビ
啓
憾
に
つ
い

ひ
ヒ
守
じ
ぬ
光

＝
の
牟
論
ｔ
奎
ね
た
峰
、
年
月

一
に
「
支
給
て
き
た
い
し
ヒ
敗

＝
訴
部
雑
。
「
電
争
早
撃
》ｏ

州
マ
一一
ュ
ァ
ル
む
お
り
の
糧
作

紺
籠
ψ
」
０
不
合
格
が
粁
業
に

柑
鼠
豪
し
た
。
上
圏
さ
ん
の
「

鼎
自
立
し
た
告
華
ｔ
か
く
３
ｏ

一
に
電
動
車

い
す
が
必
弾
ど
」

押
の
海

し、
は
ｆ
け
ら
燃
た
。

お
１
■
辞
Ｉ
・・■
革
”１
■
尊

害
Ｑ
趣
出
人
梅
Ъ
ぱ
助
動
Ｑ
一

自
由
は
当
然
で
し
Ｆ
Ｄ
」
と
。”

二瞥
冒
者
の
権
利
各
紬
ｔ
批
准
＝

し
た
日
本
に
ぉ
い
て
、
そ
の
一

具
現
代
ｔ
重
５
こ
い
裁
判
、
轟

ｅ
回
の
大
勢
の
紳
閉
が
注
目
〕

詳
細
肝
珂
司
に第
¨
例
一

||:  
―
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閻
顆
凶
４
蓋
肩
政
上
を
目
標
に

日
本
書
考
甍
経
今
回
の
綸
選

挙
で
全
国
６
５
０
弓
雪
‐
得
票

幸
Ю
Ｌ
以
上
、
近
響
プ
ロ
、
９

は
／
６
０
万
霊
以
上
、
３
議
一痛

回
盛
（現
右
２
議
席
）
、
４
議

席
以
上
ｔ
目
標
じ
奮
圏
し
ま
す
。

重
談
は
、
金
曰
い
党
の
肇
朝

中
で
す
。
第
年
総
選
ダ
て
い
、

／
ダ
３
弓
９
千
輩
（
‐７
・
４
手

）
で
６
鶉
希
．
な
絆
３
区
当
還

ｔ
含
あ
７
違
鷹
ｔ
獲
得
）

全

国
％
議
需
へ
い
鍵
進
に
大
き
く

百
献
し
ま
し
た
。
ヱ制
回
総
選
挙

で
は
憾
万
２
千
経一工
（
９
・
雙
手

）
で
３
轟
備
か
ら
２
逃
蒲
に
後

邊
し
ま
し
た
か
ｔ
参
院
ぜ
で
は

／
ｏ
／
石
記
（
――
・
劉
手
）
に

前
達
し
ま
ン
に
。
近
滲
プ
ロ
ツ

ク
（定
数
雪
）
で
／
轟
薦
獲
奪

に
“
辱
ね
得
需
キ
は
３
，３
・／．、

Ｂ
縦
澪
た
は
９
・
ｑ
Ｖ

４
議

粛
に
は
ほ
・
２
チ
で
す
。

霊
ム
睦
台
は

日
本
共
産

読
港
の
み
毎
さ
ん
、
＜
に

し
げ
吾
明
で
す
。
２
笹
削
の

議釜
９
に
つ
プ
ロ
了
来
月
２
日

つ
ら
の
梅
選
挙
で
お
世
話
に

た
り
ま
す
。
、ヽ．
一カ
確
お
５
し

く
お
顧
レ、
し
ま
■

こ
の
２
年
間
の
中
僣
政
権

の
政
増
は
、
私
た
ち
に
と
つ
て

何
も
い
い
こ
と
は
、
ふ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

く
うヽ
し
は
書
び
し
く
な
り
‘

帯́
奈
存
毛
増
し
て
い
ま
す
。

「
当
番
議
が
上
げ
、
て
か
ら
お

〔竿
ん
は
誠
Б
し
、
通鳥
て
等

ち
た
し
「
ど
ソ
ヤ
す
い
ど
こ
３

か
ら
て
３
ｏ
は
、
あ
炒
ん
。
著

警
幾
上
げ
て
、
村
篠去
八
諜
は

下
げ
ろ
ん
？
」
―
ヴ
ず
ね
も
、

は
食
店
ｔ
菅
た
方
の
戸
で
す
。

８
嗅
て
ょ
り
率
刻
に
な
っ

た
不
況
か
ら
韓
け
出
す
Ｆ
は
、

ア
ベ
／
ミ
７
ス
は
中
止
じ
．

咬彗
盈
再
管
ふ
臀
甲
止
衛

る
こ
ど
伊
貯
ば
で
す
。

政
治
ｔ
喪
た
て
日
本
の
明

る
い
未
来
ｔ
錦
ｆ
■
め
、
が

ん
ば
り
ま
す
。

'場

罪ガ町覆号爾

比
潮
だ
求

は

「
日
本
葉
離
党

」
と
孝
品

て

し，
た
な
く
人
ぶ
噌

え

ろ
ほ
ど
議

席
が
増
え

、
ど
の

／
辱
杯七

ム
ダ

に
な
り
ま
せ
た
。

＞
【
比
利
司
表
選
挙

】

晰
陪
鰤

産鶴

颯
義ニュ
ｏ輿黎
【
心
避
挙

Ｅ
壁
挙

】

彎
雪

鰺
罹
羅
者

ろ
で
。

日
ホ
暴
意
畳

商
７
ロ
ツ
ク

“
（真
）

曖

貧
じ

―Ｉ
Ｔ
Ｃ

１０
ハ水

）

ｑ
↑
↓

３

官
じ

５

倉
じ

４

Ｔ
Ｃ

３
（水
）

‐２

・２

〔
買
）

鳩

♂
３

――
・巧
Ｔ
Ｃ

局
日
（曜
）

本

会

議

特

別
奉
景
会

営

准
季
員

会

r/

本

会

議

会

義＾■
●

脅

雲

露

し
こ

季
景
暑
報
告
、
討
論
、
辞
ぶ

一
韓
管
開
、
管
線

番
員
冨
付
拓

二
髄
貿
闇
　
　
〔
諸
願
喘
班
蠣

限

〕

討
論
、
採
業
（
悔
義
夕
）

議
宗
説
明
、
箕
疑
（
π
議
３

‐２
月
定
倒
ホ
義
公
日
曜
家
適
科

初
ｏ
神
雄
編
嗜
ゴ
こ
「争
婦
ａ
父
」

日
日

電
日
、
■

ひ
あ
た
①

一
ス
テ
キ
稔
詰
嬌
ず
む

っ
た

ヒ
黒

長
宰
″
り
ん
の
結
婚
ゴ
が
あ
り
一
い
妻
寸
。
私
ド
、
鍵
に
つ
い
て

ま
し
た
。
軒
郎
斬
鳴
の
衆
株
だ
一
墜
孝
に
よ
か
せ
き
り
な
っ
た
こ

け
い
結
恰
ゴ

ヒ
薇
麓
年

で
し
た

一
と
，も
あ
り
、
あ

り
と
か

っ
さ

ソ

が
、
そ
＾
は
そ
ス
で
棒
ゲ
は
，

一
し
た

「
新
婦
の
策
」
ｔ
わ
終
魏


